
 

 

 

２０１０年３月９日 

各  位 
                     会 社 名 株式会社メディパルホールディングス 

                     代表者名 代 表 取 締 役 社 長 熊 倉 貞 武 

                          （コード番号 ７４５９ 東証１部） 

                     問合せ先 コーポレート・コミュニケーション部長 山 崎 邦 衛 

                          （ＴＥＬ．（０３）３５１７－５１７１） 

  

  

子会社株式の一部売却等に伴う特別損失の発生および 
連結業績予想（通期）の修正に関するお知らせ 

  

 当社は、平成２２年（２０１０年）３月期において、当社の連結対象完全子会社である株式会

社Ｐａｌｔａｃ（以下、Ｐａｌｔａｃという）の東京証券取引所上場および大阪証券取引所上場

に伴う同社株式の発行価格および売出価格決定により、関係会社株式売却損等を計上することと

いたしましたので、お知らせいたします。 

また、この売却に伴い、２００９年７月３１日に公表いたしました平成２２年（２０１０年）

３月期の通期連結業績予想を、下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

 

１．平成２２年（２０１０年）３月期 通期連結業績予想数値の修正 

（２００９年４月１日～２０１０年３月３１日） 

                                   （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表予 想（ Ａ ）

百万円

２，５５１，０００

百万円

２０，０００

百万円

２７，７００

百万円 

９，９００ 

円 銭

４２．００

今 回 発 表予 想（ Ｂ ） ２，５５１，０００ ２０，０００ ２７，７００ ２，０５０ ８．６９

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ― ― ― △７，８５０ ―

増 減 率 （ ％ ） ― ― ― △７９．２ ―

前 期 実 績

（平成２１年３月期） 
２，４６３，５６９ １３，４５５ ２９，００５ １２，５１０ ５２．３０

 
２．修正の理由（連結） 

本日、Ｐａｌｔａｃの東京証券取引所上場および大阪証券取引所上場に伴う同社株式の発

行価格および売出価格が決定したことにより、関係会社株式売却損等を計上いたします。 

これに伴い、通期連結業績予想を修正するものであります。 
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 （修正の主な要因） 

Ｐａｌｔａｃによる７，０００，０００株の募集株式発行および当社所有のＰａｌｔａｃ

普通株式９，０００，０００株の売出しにより、連結業績で８８億３０百万円の特別損失を

計上いたします。 

 

 （個別業績について） 

   Ｐａｌｔａｃの東京証券取引所上場および大阪証券取引所上場に伴う同社株式の売出価格

が決定したことにより、売却価格が取得価格を下回ることから、平成２２年（２０１０年）

３月期の個別業績において、関係会社株式売却損として特別損失２４億１０百万円を計上い

たします。 

 

  なお、上記金額には、下記（２）に記載のオーバーアロットメントによる売出しの影響は含

まれておりません。 

 

 募集株式発行および売出しの概要は以下の通りです。 
 

（１）Ｐａｌｔａｃによる募集株式発行数          ７，０００，０００株 
 

（２）当社による売出株式数                ９，０００，０００株 

   なお、当社による上記売出しとは別に、引受証券会社の代表である野村證券株式会社が、国内

における需要状況を勘案した結果、当社から借入れるＰａｌｔａｃ普通株式２，４００，０００

株のオーバーアロットメントによる売出しを行います。これに関連して、当社は、かかる引受証

券会社の代表に対し、２，４００，０００株を上限として、Ｐａｌｔａｃ普通株式を追加的に取

得する権利（以下、グリーンシューオプション）を、２０１０年３月２６日を行使期限として付

与しております。 
    

（３）募集株式発行および売出し後の当社の保有株式数   ２１，２３５，６５７株 

         （新株式発行後のＰａｌｔａｃ発行済株式総数の約５７．０３％） 

   なお、グリーンシューオプションが全部行使されたときは、１８，８３５，６５７株（新株式

発行後のＰａｌｔａｃ発行済株式総数の約５０．５８％）となります。 

                                            

 （注）上記の連結業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成し

たものであり、実際の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があ

ります。 

 

                                       以 上  
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